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二
回
発
行
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日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
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込
）一
箇
年
　
一
七
、六
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一
一
五

山
梨
県
公
報

第
三
百
五
十
八
号

令
和
五
年

三
月
六
日

月　曜　日

目

次

告

示

○
道
路
の
区
域
変
更
（
五
件
）	

一
一
五

○
道
路
の
供
用
開
始	

一
一
六

○
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定	

一
一
七

公

告

○
土
地
改
良
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
変
更	

一
一
七

○
公
共
測
量
の
終
了	

一
一
七

企

業

局

○
米
倉
山
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
研
究
開
発
ビ
レ
ッ
ジ
（N

esrad

）
管
理
規
程	

一
一
七

○
山
梨
県
企
業
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程	

一
二
〇

告　
　
　

示

山
梨
県
告
示
第
五
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
峡
北
支
所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
二
十
七
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す

る
。

令
和
五
年
三
月
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路
線
名　

北
杜
富
士
見
線

三　

道
路
の
区
域

山
梨
県
告
示
第
五
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
峡
北
支
所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
二
十
七
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す

る
。

令
和
五
年
三
月
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路
線
名　

北
杜
富
士
見
線

三　

道
路
の
区
域

区
間

旧
新

の
別
敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

北
杜
市
大
泉
町
谷
戸
字
並
木
上
八
九
九
三
番
一
地

先
か
ら

北
杜
市
大
泉
町
谷
戸
字
並
木
上
八
九
九
三
番
一
地

先
ま
で

旧

二
〇
・
三
～

　
　
　

三
五
・
四

一
一
二
・
一

新

二
三
・
五
～

　
　

一
三
九
・
〇

一
一
二
・
一

山
梨
県
告
示
第
六
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
峡
北
支
所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
二
十
七
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す

る
。

区
間

旧
新

の
別
敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

北
杜
市
大
泉
町
谷
戸
字
並
木
上
八
九
九
三
番
一
地

先
か
ら

北
杜
市
大
泉
町
谷
戸
字
並
木
上
八
九
九
三
番
一
地

先
ま
で

旧

二
一
・
五
～

　
　
　

二
八
・
五

三
四
・
四

新

二
一
・
七
～

　
　
　

七
二
・
六

三
四
・
四

区
間

旧
新

の
別
敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

北
杜
市
大
泉
町
谷
戸
字
並
木
上
八
九
九
三
番
一
地

先
か
ら

北
杜
市
大
泉
町
谷
戸
字
並
木
上
八
九
九
三
番
一
地

先
ま
で

旧

二
一
・
五
～

　
　
　

二
八
・
五

三
四
・
四

新

二
一
・
七
～

　
　
　

七
二
・
六

三
四
・
四



山
梨
県
公
報
　
　
第
三
百
五
十
八
号
　
　
令
和
五
年
三
月
六
日

一
一
六

山
梨
県
告
示
第
六
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
（
峡
北
支
所
を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
二
十
七
日
ま
で
一
般
の

縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
三
月
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路
線
名　

県
民
の
森
公
園
線

三　

道
路
の
区
域

区
間

旧
新

の
別
敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

南
ア
ル
プ
ス
市
上
市
之
瀬
字
中
尾
山
一
七
六
〇
番

地
先
か
ら

南
ア
ル
プ
ス
市
中
野
字
城
山
三
一
二
一
番
一
地
先

ま
で

旧

二
〇
・
三
～

　
　
　

五
八
・
〇

六
六
・
〇

新

二
〇
・
三
～

　
　
　

四
七
・
四

六
六
・
〇

四　

区
域
変
更
の
期
日　

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
告
示
第
六
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
南
建
設
事
務

所
身
延
支
所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
二
十
七
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す

る
。

令
和
五
年
三
月
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

令
和
五
年
三
月
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路
線
名　

北
杜
富
士
見
線

三　

道
路
の
区
域

区
間

旧
新

の
別
敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

北
杜
市
大
泉
町
谷
戸
字
並
木
上
八
九
九
三
番
一
地

先
か
ら

北
杜
市
大
泉
町
谷
戸
字
並
木
上
八
九
九
三
番
一
地

先
ま
で

旧

二
三
・
二
～

　
　
　

三
八
・
三

一
六
四
・
四

新

二
五
・
六
～

　
　
　

五
五
・
九

一
六
四
・
四

山
梨
県
告
示
第
六
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
峡
北
支
所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
二
十
七
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す

る
。

令
和
五
年
三
月
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 
太 

郎

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路
線
名　

北
杜
富
士
見
線

三　

道
路
の
区
域

区
間

旧
新

の
別
敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

北
杜
市
大
泉
町
西
井
出
字
井
富
六
九
四
九
番
一
地

先
か
ら

北
杜
市
大
泉
町
西
井
出
字
井
富
六
九
四
九
番
一
地

先
ま
で

旧

一
七
・
六
～

　
　
　

一
七
・
九

九
・
二

新

一
七
・
六
～

　
　
　

二
〇
・
六

九
・
二

区
間

旧
新

の
別
敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

北
杜
市
大
泉
町
西
井
出
字
井
富
六
九
四
九
番
一
地

先
か
ら

北
杜
市
大
泉
町
西
井
出
字
井
富
六
九
四
九
番
一
地

先
ま
で

旧

一
七
・
六
～

　
　
　

一
七
・
九

九
・
二

新

一
七
・
六
～

　
　
　

二
〇
・
六

九
・
二

道
路
の

種
類

路
線
名

区
間

延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

供
用
開
始
の

期
日

県
道

身
延
本
栖
線

南
巨
摩
郡
身
延
町
波
木
井
字
一
里
松

三
一
一
六
番
一
地
先
か
ら

南
巨
摩
郡
身
延
町
波
木
井
字
一
里
松

三
一
一
四
番
一
地
先
ま
で

三
一
・
〇

令
和
五
年
三

月
十
日



山
梨
県
公
報
　
　
第
三
百
五
十
八
号
　
　
令
和
五
年
三
月
六
日

一
一
七

公　
　
　

告

◉　

土
地
改
良
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
変
更

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県
営
土

地
改
良
事
業
（
ゆ
ず
の
鄕
地
区
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業
）
計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第

六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
次
の
と
お
り
関
係

書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。
な
お
、
こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
山
梨
県
知

事
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
審
査

請
求
の
ほ
か
、
山
梨
県
を
被
告
と
し
て
、
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
五
年
三
月
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

一　

縦
覧
書
類　

変
更
後
の
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間　

こ
の
公
告
の
日
か
ら
令
和
五
年
四
月
三
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所　

富
士
川
町
役
場

四　

審
査
請
求
期
間　

こ
の
公
告
の
日
か
ら
令
和
五
年
四
月
十
八
日
ま
で

五　

取
消
訴
訟
の
出
訴
期
間　

こ
の
公
告
の
日
か
ら
令
和
五
年
九
月
六
日
ま
で

◉　

公
共
測
量
の
終
了

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
富
士
・
東
部
建
設
事
務
所
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
の
実
施
を
終
わ
っ
た
旨

の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
公
示
す
る
。

令
和
五
年
三
月
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

一　

測
量
の
種
類　

公
共
測
量
（
道
路
管
理
）

二　

測
量
の
地
域　

富
士
・
東
部
建
設
事
務
所
の
所
管
区
域
全
域

三　

測
量
の
期
間　

令
和
四
年
五
月
九
日
か
ら
令
和
五
年
一
月
三
十
一
日
ま
で

企　

業　

局

山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
三
号

米
倉
山
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
研
究
開
発
ビ
レ
ッ
ジ
（N

esrad

）
管
理
規
程
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
六
日

山
梨
県
告
示
第
六
十
四
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
、
同
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備

部
砂
防
課
及
び
富
士
・
東
部
建
設
事
務
所
（
吉
田
支
所
を
除
く
。
）
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
三
月
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

一　

土
砂
災
害
警
戒
区
域

市
町
村
名

土
砂
災
害
警
戒
区

域
の
名
称

自
然
現
象

の
種
類

区
域
の
表
示

指
定

事
項

指
定
告
示

上
野
原
市

八
ツ
沢
の
1

急
傾
斜
地

の
崩
壊

次
の
図
の
と

お
り
（
図
面

省
略
）

新
規

二　

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

市
町
村
名

土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
の
名
称

自
然
現
象

の
種
類

区
域
の
表
示

及
び
衝
撃
に

関
す
る
事
項

指
定

事
項

指
定
告
示

上
野
原
市

八
ツ
沢
の
1

急
傾
斜
地

の
崩
壊

次
の
図
の
と

お
り
（
図
面

省
略
）

新
規

道
路
の

種
類

路
線
名

区
間

延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

供
用
開
始
の

期
日

県
道

身
延
本
栖
線

南
巨
摩
郡
身
延
町
波
木
井
字
一
里
松

三
一
一
六
番
一
地
先
か
ら

南
巨
摩
郡
身
延
町
波
木
井
字
一
里
松

三
一
一
四
番
一
地
先
ま
で

三
一
・
〇

令
和
五
年
三

月
十
日
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一
八

2　

従
業
員
等
は
、N

esrad

の
実
証
研
究
以
外
の
目
的
の
た
め
に
建
物
等
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場

合
は
、
建
物
等
管
理
者
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3　

建
物
等
管
理
者
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
必
要
と
認
め
る

と
き
は
、
前
項
の
許
可
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
建
物
等
管
理
者
は
、
建
物

等
の
維
持
管
理
又
は
保
安
の
た
め
に
必
要
な
指
示
を
し
、
又
は
そ
の
使
用
に
つ
い
て
条
件
を
付
す
こ

と
が
で
き
る
。

一　

N
esrad

の
実
証
研
究
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

二　

建
物
等
内
の
秩
序
を
乱
さ
な
い
こ
と
。

4　

従
業
員
等
が
福
利
厚
生
活
動
の
た
め
に
建
物
等
の
う
ち
土
地
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
っ

て
、
前
項
の
要
件
を
満
た
し
た
う
え
で
建
物
等
管
理
者
に
事
前
に
申
告
を
行
い
、
建
物
等
管
理
者
か

ら
中
止
の
指
示
が
な
い
と
き
は
、
第
二
項
の
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

（
建
物
等
の
維
持
管
理
）

第
六
条
　
建
物
等
管
理
者
等
は
、
建
物
等
の
状
態
、
使
用
状
況
等
を
把
握
し
、
常
に
良
好
な
状
態
で
使

用
で
き
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2　

建
物
等
管
理
者
等
は
、
建
物
等
の
清
掃
、
美
化
等
を
管
理
し
、
建
物
等
を
常
に
清
潔
に
保
つ
よ
う

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
従
業
員
等
の
義
務
）

第
七
条
　
従
業
員
等
は
、
建
物
等
管
理
者
等
の
建
物
等
の
維
持
管
理
又
は
保
安
の
た
め
に
す
る
指
示
に

従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
使
用
、
立
入
制
限
等
）

第
八
条
　
建
物
等
管
理
者
は
、
建
物
等
の
維
持
管
理
又
は
保
安
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合

は
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
使
用
、
立
入
り
等
の
制
限
又
は
禁
止
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2　

従
業
員
等
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
、
室
等
に
、
み
だ
り
に
立
ち
入
っ
て
は
な
ら
な
い
。

一　

共
通
事
務
室

二　

備
品
庫

三　

倉
庫
2
（
一
階
東
側
の
ト
イ
レ
北
側
倉
庫
）

四　

倉
庫
3
（
一
階
東
側
の
ト
イ
レ
西
側
倉
庫
）

五　

一
階
消
火
ポ
ン
プ
室

六　

一
階
、
二
階
電
気
パ
イ
プ
ス
ペ
ー
ス
（
E
P
S
）

七　

そ
の
他
建
物
等
管
理
者
が
指
定
す
る
場
所

（
物
品
の
販
売
等
）

第
九
条
　
従
業
員
等
は
、
建
物
等
に
お
い
て
物
品
の
販
売
、
宣
伝
又
は
契
約
の
仲
介
そ
の
他
こ
れ
に
類

す
る
行
為
（
以
下
「
物
品
の
販
売
等
」
と
い
う
。
）
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

2　

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
建
物
等
管
理
者
は
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
従

山
梨
県
公
営
企
業
管
理
者　
　

中　
　

澤　
　

宏　
　

樹

米
倉
山
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
研
究
開
発
ビ
レ
ッ
ジ
（N

esrad

）
管
理
規
程

（
趣
旨
）

第
一
条
　
建
物
等
の
維
持
管
理
及
び
保
安
に
関
し
て
は
、
消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六

号
）
、
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律

第
百
号
）
、
労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
そ
の
他
関
係
法
令
及
び
別
に

定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
定
義
）

第
二
条
　
こ
の
規
程
に
お
い
て
用
い
る
用
語
の
定
義
は
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

一　

「N
esrad

」
と
は
、
米
倉
山
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
研
究
開
発
ビ
レ
ッ
ジ
を
い
う
。

二　

「
建
物
等
」
と
は
、N

esrad
の
実
証
研
究
の
用
に
供
す
る
土
地
、
立
木
、
建
物
、
施
設
及
び

研
究
設
備
並
び
に
こ
れ
ら
に
附
帯
す
る
工
作
物
そ
の
他
の
も
の
を
い
う
。

三　

「
企
業
局
」
と
は
、
山
梨
県
企
業
局
を
い
う
。

四　

「
入
居
企
業
等
」
と
は
、
企
業
局
が
実
施
す
る
米
倉
山
電
力
貯
蔵
技
術
研
究
サ
イ
ト
を
用
い
た

実
証
研
究
・
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
提
案
が
採
択
さ
れ
た
企
業
等
を
い
う
。

五　

「
実
証
研
究
」
と
は
、
企
業
局
、
入
居
企
業
等
が
実
施
す
る
米
倉
山
電
力
貯
蔵
技
術
研
究
サ
イ

ト
を
用
い
た
実
証
研
究
・
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
い
う
。

六　

「
従
業
員
等
」
と
は
、
企
業
局
が
実
施
す
る
米
倉
山
電
力
貯
蔵
技
術
研
究
サ
イ
ト
を
用
い
た
実

証
研
究
・
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
提
案
が
採
択
さ
れ
た
企
業
等
の
従
業
員
及
び
役
員
を
い

う
。

七　

「
公
営
企
業
管
理
者
」
と
は
、
山
梨
県
公
営
企
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
一
年

山
梨
県
条
例
第
四
十
二
号
）
第
四
条
に
規
定
す
る
管
理
者
を
い
う
。

（
建
物
等
の
管
理
体
制
）

第
三
条
　
建
物
等
の
維
持
管
理
及
び
保
安
に
係
る
業
務
を
行
う
た
め
、N

esrad

に
建
物
等
管
理
者
及

び
建
物
等
責
任
者
（
以
下
「
建
物
等
管
理
者
等
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。

2　

建
物
等
管
理
者
は
、
公
営
企
業
管
理
者
を
も
っ
て
充
て
る
。

3　

建
物
等
責
任
者
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
推
進
室
長
を
も
っ
て
充
て
る
。

（
建
物
等
管
理
者
等
の
任
務
）

第
四
条
　
建
物
等
管
理
者
は
、
建
物
等
の
維
持
管
理
及
び
保
安
に
係
る
業
務
を
管
理
す
る
。

2　

建
物
等
責
任
者
は
、
建
物
等
管
理
者
を
補
佐
し
、
建
物
等
の
維
持
管
理
及
び
保
安
に
係
る
業
務
を

行
う
。

（
建
物
等
の
使
用
）

第
五
条
　
従
業
員
等
は
、N

esrad

の
実
証
研
究
の
目
的
の
た
め
に
建
物
等
を
使
用
す
る
も
の
と
す

る
。
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第
十
三
条
　
建
物
等
管
理
者
は
、
建
物
等
に
お
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
物
を
所
有

す
る
、
又
は
所
持
す
る
従
業
員
等
に
対
し
て
、
そ
の
移
動
、
撤
去
又
は
搬
出
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き

る
。

一　

銃
器
、
凶
器
そ
の
他
の
危
険
物

二　

拡
声
器
又
は
宣
伝
用
自
動
車

三　

建
物
等
を
損
傷
す
る
若
し
く
は
汚
損
す
る
物
又
は
建
物
等
の
環
境
を
害
す
る
物

四　

建
物
等
に
掲
揚
さ
れ
、
掲
示
さ
れ
、
若
し
く
は
貼
り
つ
け
ら
れ
、
又
は
持
ち
込
ま
れ
た
旗
、
の

ぼ
り
、
懸
垂
幕
、
プ
ラ
カ
ー
ド
、
立
看
板
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
物

五　

第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
建
物
等
管
理
者
が
指
定
し
た
駐
車
区
域
、
駐
車
場
又
は
保
管
場
所
等

以
外
に
駐
車
、
駐
輪
又
は
保
管
さ
れ
た
車
両
又
は
自
転
車

六　

そ
の
他
建
物
等
内
の
秩
序
及
び
管
理
に
支
障
が
生
じ
、
若
し
く
は
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
物
又
は
従
業
員
等
の
安
全
保
持
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
物

（
修
復
等
）

第
十
四
条
　
建
物
等
管
理
者
は
、
第
十
二
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
従
業
員
等
又
は
前
条
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
物
を
所
有
す
る
、
又
は
所
持
す
る
従
業
員
等
が
建
物
等
を
損
傷
し
、
汚
損

し
、
又
は
建
物
等
の
環
境
を
害
し
た
場
合
は
、
当
該
従
業
員
等
又
は
そ
の
所
属
す
る
入
居
企
業
等
に

対
し
、
そ
の
修
復
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

2　

建
物
等
管
理
者
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
は
、
前
条
各
号
に
掲
げ
る
物
を
移
動
、
撤
去
又
は
搬
出
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

一　

前
条
各
号
に
掲
げ
る
物
の
所
有
者
又
は
所
持
者
が
移
動
、
撤
去
又
は
搬
出
の
命
令
に
従
わ
な
い

場
合

二　

前
条
各
号
に
掲
げ
る
物
の
所
有
者
又
は
所
持
者
の
所
在
が
不
明
な
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
物
の

移
動
、
撤
去
又
は
搬
出
を
命
じ
ら
れ
な
い
と
き
。

三　

緊
急
に
移
動
、
撤
去
又
は
搬
出
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合

（
許
可
の
条
件
等
）

第
十
五
条
　
建
物
等
管
理
者
は
、
こ
の
規
程
に
定
め
る
許
可
、
指
定
等
を
す
る
場
合
は
、
建
物
等
の
維

持
管
理
及
び
保
安
の
た
め
に
必
要
な
指
示
を
し
、
又
は
条
件
を
付
す
こ
と
が
で
き
る
。

2　

建
物
等
管
理
者
は
、
従
業
員
等
が
建
物
等
管
理
者
の
許
可
の
内
容
又
は
前
項
の
指
示
若
し
く
は
条

件
に
違
反
し
た
場
合
は
、
当
該
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
保
安
措
置
）

第
十
六
条
　
建
物
等
管
理
者
は
、
第
十
二
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
建
物
等
に

つ
い
て
必
要
な
保
安
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
準
用
）

第
十
七
条
　
第
三
条
及
び
第
七
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
従
業
員
等
以
外
の
者
に
つ
い
て
準
用
す

業
員
等
に
対
し
、
建
物
等
に
お
け
る
物
品
の
販
売
等
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3　

前
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
従
業
員
等
は
、
建
物
等
管
理
者
に
事
前
に
申
請
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
掲
示
）

第
十
条
　
従
業
員
等
は
、
建
物
等
管
理
者
に
届
け
出
な
け
れ
ば
、
建
物
等
に
お
い
て
、
文
書
、
図
面
等

を
頒
布
し
、
又
は
掲
示
物
を
掲
示
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
入
居
企
業
等
が
借
り
受
け
る
区
画

内
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

2　

建
物
等
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
頒
布
又
は
掲
示
場
所
を

指
定
し
、
並
び
に
あ
ら
か
じ
め
そ
の
文
書
、
図
面
等
又
は
掲
示
物
の
提
示
を
求
め
、
及
び
そ
の
内
容

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
駐
車
等
）

第
十
一
条
　
従
業
員
等
は
、
建
物
等
に
お
い
て
建
物
等
管
理
者
が
指
定
す
る
駐
車
区
域
、
駐
車
場
又
は

保
管
場
所
等
以
外
の
場
所
に
車
両
又
は
自
転
車
を
駐
車
し
、
駐
輪
し
、
又
は
保
管
し
て
は
な
ら
な

い
。

（
退
去
命
令
等
）

第
十
二
条
　
建
物
等
管
理
者
は
、
建
物
等
に
お
い
て
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
従
業
員
等
に

対
し
て
、
そ
の
行
為
の
禁
止
又
は
建
物
等
か
ら
の
退
去
若
し
く
は
建
物
等
へ
の
立
入
り
の
禁
止
を
命

ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一　

銃
器
、
凶
器
そ
の
他
の
危
険
物
を
建
物
等
に
持
ち
込
み
、
又
は
持
ち
込
も
う
と
す
る
者

二　

他
の
従
業
員
等
に
面
会
を
強
要
す
る
者

三　

寄
附
の
強
要
又
は
押
売
り
を
す
る
者

四　

建
物
等
管
理
者
が
立
入
り
を
禁
止
し
た
区
域
に
立
ち
入
り
、
又
は
立
ち
入
ろ
う
と
す
る
者

五　

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
な
く
文
書
又
は
図
面
等
を
頒
布
し
、
若
し
く
は
掲
示
物
を

掲
示
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
者

六　

多
数
集
合
し
、
放
歌
高
唱
し
、
拡
声
器
に
よ
る
放
送
を
し
、
若
し
く
は
ね
り
歩
き
、
又
は
こ
れ

ら
の
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
者

七　

座
り
込
み
、
通
行
の
妨
害
に
な
る
行
為
若
し
く
は
妨
害
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を
し
、
又

は
こ
れ
ら
の
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
者

八　

建
物
等
を
損
傷
、
汚
損
そ
の
他
建
物
等
の
環
境
を
害
す
る
行
為
を
し
、
又
は
し
よ
う
と
す
る
者

九　

旗
、
の
ぼ
り
、
懸
垂
幕
、
プ
ラ
カ
ー
ド
、
立
看
板
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
を
掲
げ
、
又
は

掲
げ
よ
う
と
す
る
者

十　

そ
の
他
建
物
等
の
管
理
に
支
障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
行
為
若
し
く
は
従
業
員
等
の
安
全
を
お

び
や
か
す
よ
う
な
行
為
を
し
、
又
は
し
よ
う
と
す
る
者

（
撤
去
命
令
等
）



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
三
百
五
十
八
号
　
　
令
和
五
年
三
月
六
日

一
二
〇

中
「
別
表
第
三
の
二
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
表
第
三
の
三
」
と
す
る
。

3　

暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
企
業
職
員
は
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
企
業
職
員
と
み
な
し
て
、

改
正
後
の
第
五
条
の
二
の
規
定
を
適
用
す
る
。

4　

暫
定
再
任
用
企
業
職
員
は
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
企
業
職
員
と
み
な
し
て
、
改
正
後
の
第

九
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

る
。

（
雑
則
）

第
十
八
条
　
建
物
等
に
係
る
事
故
、
災
害
等
の
防
止
及
び
事
故
、
災
害
そ
の
他
非
常
の
際
に
お
け
る
措

置
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

2　

建
物
等
に
係
る
出
入
口
の
開
閉
時
刻
、
休
日
等
の
出
入
り
、
施
錠
、
鍵
の
保
管
に
関
し
て
必
要
な

事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
令
和
四
年
十
二
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
四
号

山
梨
県
企
業
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
六
日

山
梨
県
公
営
企
業
管
理
者　
　

中　
　

澤　
　

宏　
　

樹

山
梨
県
企
業
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

山
梨
県
企
業
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
二
年
山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
の
二
第
一
項
中
「
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条

の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
、
「
再
任
用
企
業
職
員
」
を

「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
企
業
職
員
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
再
任
用
企
業
職
員
」
を
「
定

年
前
再
任
用
短
時
間
企
業
職
員
」
に
、
「
（
育
児
短
時
間
勤
務
企
業
職
員
等
に
あ
つ
て
は
そ
の
額
に
前

項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
定
め
る
数
を
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
企
業
職
員
に
あ
つ
て
は
そ
の
額
に
次

の
」
を
「
に
、
次
の
」
に
改
め
、
「
そ
れ
ぞ
れ
」
を
削
り
、
「
と
し
、
そ
の
」
を
「
（
そ
の
」
に
、

「
額
と
す
る
。
」
を
「
額
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第

四
項
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

1　

こ
の
規
程
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

2　

暫
定
再
任
用
企
業
職
員
（
山
梨
県
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条

例
（
令
和
四
年
山
梨
県
条
例
第
四
十
七
号
）
附
則
第
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
四
条
第
一

項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
企
業
職
員
を
い
う
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
短
時
間
勤
務
の
職
を

占
め
る
暫
定
再
任
用
企
業
職
員
（
次
項
に
お
い
て
「
暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
企
業
職
員
」
と
い

う
。
）
を
除
く
。
）
に
対
す
る
改
正
後
の
第
五
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項


